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平 成 18 年 度 事 業 報 告

Ⅰ 委員会活動

１．産業開発委員会

【産学官連携を軸とした産業構造転換に向けた取り組み】

北海道の自立的発展に向け、既存産業の高度化や競争力強化に向けた取り

組みを進めるとともに、産業構造転換に向けた取り組みを推進することとし

て、「産学官」、「バイオ」、さらに「IT」に関する専門委員会の活動を推進し

た。

（１）産学官連携事業専門委員会

産学官連携事業の今後の取り組み方針である「北海道産業高度化・新産

業創出に向けた重点施策２００５(コラボ・プラン２００５)」に基づき、

産学官連携事業推進のため、次の項目について報告・議論を行い、方向性

を見出した。

○ ノーステック財団の具体的活動概要（産業クラスター創造活動、戦略的

プロジェクト、コーディネット事例等）および現状の課題報告

○ 連携推進機関（＝ノーステック財団）の機能強化支援

・「プロジェクト支援人材情報提供制度」の創設

○ 実践プロジェクト推進に向けた支援策

・人的・組織的ネットワークを構築

・ベンチャーファンド等の必要性について、金融関係企業等の協力のも

とに検討。

・試作品の購入・モニター使用支援への協力

○「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想」推進に関する関係機関への要

望・提言の策定

【バイオ産業の創出に向けた取り組み】

道内の基幹産業である一次産業との関連性が高いバイオ産業の発展戦略、

ならびに具体的活動について検討を行った。
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（１）バイオ産業振興専門委員会

｢バイオ産業振興専門委員会」を５回開催。委員会で検討した内容を道経

連、北海道バイオ工業会の方針に反映させ、この内容をもとに国、北海道

への要望を行った。

さらに委員会では今までのバイオ産業振興専門委員会を（フェーズⅠ）

と位置づけ、来年度は機能性バイオ分野を深堀りした具体的な活動を行う

ための専門委員会（フェーズⅡ）を新たに立ち上げることにした。

新たな委員会のメンバーは、機能性食品関連バイオ企業を中心に設立す

る予定。

（２）「北海道バイオ工業会」の活動および運営への支援

道内のバイオ業界を取り巻く課題解決に向けた全国初のバイオ企業の業

界団体として平成１８年４月に設立(３月末３６会員)。その円滑な活動を

推進するため、事務局機能を担うとともに委員会活動や要望活動、セミナ

ーの開催等、活動全般にわたり積極的な支援を行った。

【環境リサイクル産業の育成】

環境目的税に対する対応および環境ビジネスの創造に向け、廃プラスチ

ック等未利用資源の収集システムの構築を検討するとともに、胆振地区に

おける工場群のネットワーク化の推進と、ゼロ・エミッションを目指すリ

サイクルコンビナート構想実現に向けた取り組みを実施した。

また、廃棄物系や未利用資源を活用したバイオマス燃料やバイオプラス

チックについて事業化の可能性について検討を行った。

（１）環境目的税等に関する専門委員会

北海道循環資源利用促進税の支援措置等の内容検討、北海道への要望、

および道外からの廃棄物等の処理に関する指導指針の見直しについて協

議・検討を行った。

（２）バイオマス産業事業化検討委員会

｢バイオマス産業事業化検討委員会」を新設し、廃棄物系や未利用資源を

活用したバイオマス燃料やバイオプラスチックについて、既に事業化され

ている製造方法、研究中の製造方法等について情報収集するとともに事業

化の可能性について検討した。



3

（３）北海道循環資源利用促進協議会への参画

有機性循環資源部会、無機性循環資源部会において、道内の循環資源の

有効活用に向けた実証事業やワーキング・グループに参加するとともに、

調査・情報収集を行った。

【IT 産業の育成・発展】

北海道の情報関連産業の現状と課題に関する調査、および対応策の検討

を行い、北海道ＩＴ産業の発展方策の立案、戦略構築に向けた検討を行っ

た。

（１）情報技術産業専門委員会

ＩＴ分野における新事業・新産業の創出を図り、北海道の産業構造の転

換を目指すため、北海道のＩＴ産業の目指す姿の実現に向けて、検討テー

マに基づき、戦略・方針を策定した。

この結果、「北海道をアジアのソフトウエア開発拠点化」および「地場産

業とのビジネスマッチングをベースとした北海道ＩＴ産業の輸出産業化」

を将来性のあるビジネスモデルと位置づけ、これらのビジネスモデルを推

進するにあたっての課題整理と具体的な活動に向けた検討を行い、平成

１８年１２月に「北海道ＩＴ産業が発展するための基本戦略」を策定した。

【戦略的企業誘致活動の推進】

（１）企業誘致活動の推進

北海道自動車関連ビジネスセミナー(名古屋)および北海道・苫小牧市企

業立地セミナー(東京)に知事他とともに当会会長が出席。また苫小牧地区

工業団地視察会に参加し情報交換を行った。

（２）企業誘致トップセールスの実施

北海道との連携によって、企業誘致に向け、高橋知事等と当会会長によ

るトップセールスを行った。

訪問先：塩野義製薬㈱、トヨタ自動車㈱、アイシン・エイ・ダブリュ㈱
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（３）企業訪問の実施

東京において企業や関係団体への訪問活動を２回実施し、誘致活動や設

備投資等の情報収集活動を行った。

【その他】

○ ビジネス交流会(通称四木会)の開催

２．北海道ブランド向上委員会
食関連については、第１フェーズとして食関連産業連携企画専門委員会で

北海道における農水産業・食関連産業の競争力強化を目的に、現状把握と課

題の抽出、課題解決に向けた施策の基本的方向性の検討等を実施するととも

に、取り組むべき重点テーマを絞り込んだ。これを受け、第２フェーズでは

上記専門委員会で絞り込んだ重点テーマを深掘りするため、新たに「地域ブ

ランド振興専門委員会」を立ち上げ活動を開始した。

一方、観光関連の取り組みについては「北海道観光戦略会議」への参画と

事務局運営を通じて、北海道一丸となった推進体制の検討と「北海道観光戦

略」の重点プロジェクトを推進した。

【北海道における農水産業・食関連産業の競争力強化】

（１）食関連産業連携企画専門委員会

食に関わる初めての専門委員会として、一次産業から三次産業に至る幅

広い分野に亘り、現状把握と課題の抽出、課題解決に向けた施策の基本的

方向性等の検討・論議を進めた。その結果、今後取り組むべき重点テ－マ

を「地域ブランドの開発・販売機能の強化」、「一次産業における多様な担

い手の確保・育成」と定めるとともに、今後さらに深掘りを図っていくべ

き検討方策を抽出した。

（２）「地域ブランド振興専門委員会」（平成１９年１月立上げ）

｢北海道の豊富かつ良質な農水産資源の需要拡大と利活用拡大は、北海道

経済の発展において不可欠である」との基本的認識のもと、本専門委員会

では先ず、「地域ブランドの開発・販売機能の強化」に主眼を置き、北海道

の農水産資源の高付加価値化・ブランド化の推進、道内での需要拡大、道

外・海外市場への進出促進等を重要課題と捉え、その実現に向けた効果的

な施策の検討・提言に向けた活動を展開中である。
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【オール北海道での観光施策の推進】

（１）北海道観光の全体戦略と推進体制の構築

道内の観光関係者が一同に会し、観光戦略の共有と、広範な連携協力に

よって北海道の観光産業の強化を図ることを目的に設置された「北海道観

光戦略会議」の事務局運営を通じ、より強力な観光振興策の推進に向けた

体制の検討および平成 18 年 3 月に策定された「北海道観光戦略」において

整理されたプロジェクトを推進した。

（２）その他

外部団体への参画による北海道観光産業発展に向けた諸活動を推進した。

・日中韓観光担当大臣会議開催実行委員会

・北海道ディスティネーションキャンペーン実行委員会

・シーニックバイウェイ北海道支援

【国内外への情報発信と経済交流の推進】

（１）北東アジア諸国との経済交流の促進

・「中国ビジネスセミナー」、「サハリンセミナー」を実施

（２）諸外国との経済交流に向けた活動

・「ロンドン大学大学院生の道内企業研修事業」を支援

・「国連大学グローバルセミナー北海道セッション」を支援

・「道内留学生との視察および意見交換会」を実施

（３）台湾との経済交流の推進

東京の台湾関連団体への訪問活動を２回実施し、北海道への投資と経

済交流等の情報収集活動を行った。
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３．地域対策委員会

【地域主権の推進】

（１）道州制特区推進法に対する取り組み

道州制特区推進法案に関しては、北海道と密接な連携の上、道内産業団

体とともに繰り返し要望活動を実施した結果、重要部分では北海道側の主

張が認められ、１２月には法案が可決成立した。道の第２次道州制特区提

案の募集に対しては、当会が一昨年に取りまとめた道州制提案書を踏まえ

つつ、具体的提案の策定を行った。

（２）国、道の新しい長期計画策定に対する取り組み

国の北海道総合開発計画(平成２０年度～)、道の北海道長期総合計画(平

成２０年度～)ともに、計画策定の準備段階における委員会等への参画や、

中間取りまとめ・新計画の骨格（案）に対するパブリックコメント・意見

書の提出を通じて、経済界の立場から提言を行った。

（３）地方財政を考える専門委員会

地方財政制度改正の動向、新しい自治体の再生法制の方向性、公民連携

による民間の力の活用策等について、学識者４名から講演形式による情報

提供を受けたうえで検討を行った。活動成果は報告書として取りまとめる

予定である。

（４）道内自治体における民間活力導入の検討

道内自治体を対象に、指定管理者制度の導入・選定状況および地方公営

事業の民間活力導入検討状況についてのアンケート調査を行った。道内企

業が指定管理者制度への参入を検討する際の判断材料としての活用等を念

頭に置き、報告書として取りまとめる予定である。

【少子高齢化社会への対応と地域活性化対策】

国の「新しい少子化対策」(平成１８年６月)や新しい将来人口推計等、少

子・高齢化の現状と課題についての整理を進めた。また、日本経団連との経

済懇談会（平成１８年１０月）において、「少子高齢化、人口減少社会」につ

いての意見交換を行った。
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【公共事業縮減対策】

地域対策委員会と社会資本整備委員会の連携事業として「道内建設産業を

考える専門委員会」を新設した。当専門委員会では、公共調達をめぐる諸問

題や公共工事の減少等、建設業を取り巻く環境変化を踏まえて、道内有力総

合建設業の今後の事業展開を考えるためのアンケート調査を実施し、検討を

進めた。アンケート調査については、報告書として取りまとめる予定である。

４．社会資本整備委員会

【高速交通体系の整備促進】

（１）北海道新幹線整備の推進

｢新幹線札幌延伸効果検討専門委員会」の活動を通じて、平成１８年７月

に調査報告書「北海道新幹線札幌延伸に伴う効果と地域の課題」を公表し、

札幌延伸に伴う経済波及効果をアピールした。引き続き、平成１８年９月

に、北陸新幹線沿線地域視察会を実施し、富山市、高岡市、飯山市におい

て新幹線開業に向けての取り組み状況についてのヒヤリングを行った。別

途実施した「札幌延伸に伴う地方税収効果調査」と合わせて報告書として

公表の予定である。

また、研究会方式で「北海道新幹線札幌延伸を見据えた北海道の産業ビ

ジョン調査」についても着手し、今後、道民に対する新幹線のＰＲ活動や

中央要請に活用していく予定である。

（２）新千歳空港国際化の推進

新千歳空港国際化に向けて、道庁と連携を取りながらポートセールスを

実施するとともに、国等に対し積極的な提言・要望活動を行った。国際線

旅客ターミナルビルについては平成２１年末の開業の目途が立ったほか、

大韓航空釜山線の就航開始(平成１８年６月）、中国国際航空北京線の就航

開始(平成１９年４月)決定等が実現した。

また、国内線の関係では新千歳空港の深夜・早朝枠の調整により、物流

のスピード化・多様化に資する深夜貨物専用便の就航開始(平成１９年４

月)が決定した。なお、空港国際化推進の観点から提案・要請を重ねてきた
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台湾人旅行客の国際免許取得についても、警察庁、国土交通省等の協力を

得て近く実現する見通しである。

（３）高速道路ネットワークの整備促進

｢北海道高速道路建設促進期成会」等を通じ、北海道縦貫道・横断道の重

点整備に向けた活動を行った。特に、道路特定財源については、一般財源

化することなく、かつ、現行の税率水準を維持し、必要な予算の確保が図

られるよう要望活動を行った。

（４）物流システムの効率化促進

北海道産品の輸出拡大と物流機能の高度化・効率化を推進するために、

平成１８年７月に発足した「北海道国際物流戦略チーム」の一員として、

平成２０年度までのアクションプラン作成に向けての提言、苫小牧港―釜

山港間のＲＯＲＯ船試験就航への協力等を行った。

【情報通信基盤の整備促進】

（１）デジタルデバイド解消に向けた取り組みの推進

官庁、通信業界、放送業界から委員を募り「高速デジタル情報基盤活用

専門委員会」を立ち上げ、北海道における高速ブロードバンド環境、地上

デジタル放送等の高速デジタル基盤の有効活用とその整備の在り方につい

て意見交換を行った。
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Ⅱ その他の活動

１．「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想推進協議会」への参画
協議会、幹事会、タスクチーム会議、展示会への出展等を通じ、推進活動

に参画した。

（１）平成１８年度「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想推進協議会」の活動

実績

・重点Ｒ＆ＢＰプロジェクトの事業化支援、事業化プロジェクトの発掘、

企業・研究者・コーディネーターに係る各ネットワークの形成、広報・

ＰＲ等を実施

・第２ステージ（平成１９年度～２２年度）の事業計画を策定

・「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想推進協議会」の推進機能強化

同協議会の事務局である「北大Ｒ＆ＢＰ産学官連携事業推進室」を解散

し、ノーステック財団に産学官連携推進部を設置することを決定。

（平成１９年度より事務局業務が道経連からノーステック財団に移行）

併せて、協議会の名称を「北大リサーチ＆ビジネスパーク推進協議会」

に改称。

（２）事業費の負担について

平成１８年度事業の実施にあたり、経済界も北海道、札幌市と同額の費

用を負担することとし、会員企業のご協力をいただき負担金を拠出した。

２．産学官連携による北大北キャンパスへの施設誘致活動の実施

｢北大リサーチ＆ビジネスパーク構想」の推進を図るため、北大北キャンパ

スへの施設誘致活動を産学官で実施した。

○ 塩野義製薬研究施設

平成１９年度末に完成予定

○ インキュベーション施設（独立行政法人中小企業基盤整備機構が整備

する「大学連携型企業家育成施設」）

平成２０年度開設を目指し設置予定

○ 次世代スーパーコンピューター施設（独立行政法人理化学研究所が設置）

神戸市に決定
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Ⅲ 主要活動の総括

１．総会・役員会

（１）総 会

◎ 第３２回定時総会（平成１８年６月１５日）

① 平成１７年度 事業報告

② 同 収支決算報告

③ 平成１８年度 事業計画（案）

④ 同 収支予算（案）

⑤ 役員の選任（案）

上記について審議・承認された。

[経済施策説明]

「新経済成長戦略について」

経済産業省 経済産業政策局 産業再生課長 斎藤 圭介 氏

[記念講演会]

「アクティブ・道州制！」 北海道知事 高橋 はるみ 氏

（２）理事会

◎ 第６０回理事会（平成１８年５月１６日）

理事会に先立ち｢平成１８年度職域における創意工夫功労者（文部科学大臣

賞）｣表彰状伝達式（当会推薦分：９社１９名）が行われた。

[審議事項]

① 委員会規定の改正について

② 第３２回定時総会付議事項について

平成１７年度事業報告・同 収支決算報告、

平成１８年度事業計画（案）・同 収支予算（案）、役員の選任（案）

上記について審議・承認された。

[報告事項]

① 役員の補充選任について

② 会員の入会・退会について
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◎ 第６１回理事会（平成１８年６月１５日）

[審議事項]

役員坦務の委嘱（案）

上記について審議・承認された。

◎ 第６２回理事会[書面理事会]（平成１８年７月２１日）

[審議事項]

浜田事務局長への理事の資格付与について

上記について同意を得・承認された。

（３）常任理事会

◎ 第１６６回（平成１８年５月１６日）

[審議事項]

① 役員の補充選任などについて

② 会員の入会・退会について

③ 第６０回理事会付議事項について

委員会規定の改正、第３２回定時総会付議事項

平成１７年度事業報告・同 収支決算報告、

平成１８年度事業計画（案）・同収支予算（案）、役員の選任（案）

上記について審議・承認された。

◎ 第１６７回（平成１８年７月１１日）

[審議事項]

① 役員の補充選任などについて

② 会員の入会・退会について

③ 書面理事会の開催について

上記について審議・承認された。

[報告事項]

① 平成１９年度政府予算要望書について

② 北大リサーチ＆ビジネスパーク構想の状況について

③ 日中韓三カ国観光大臣会合（観光サミット）の概要

④ 雪氷エネルギーに関する動向について

⑤ 第３８回日韓・韓国経済人会議について

⑥ 事務局内人事異動について
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[説明事項]

「北海道新幹線札幌延伸に伴う効果と地域の課題」

㈱北海道二十一世紀総合研究所 調査研究部長 高橋 功 氏

◎ 第１６８回（平成１８年９月５日）

[審議事項]

① 役員の補充選任などについて

② 会員の入会・退会について

上記について審議・承認された。

[報告事項]

① 平成１９年度政府予算要望結果について

② 企業誘致トップセールスおよび北海道自動車関連ビジネスセミナーについて

③ 北海道バイオ工業会要望活動結果について

④ 北海道観光戦略会議の進捗状況について

⑤ 民間資金活用策に関する調査報告書の概要

⑥ これから立ち上がる専門委員会の概要について

⑦ 三経連経済懇談会について

⑧ 北海道経済懇談会について

⑨ 事務局人事異動について

[説明事項]

「北海道経済の活性化に向けて」 北海道経済産業局長 深野 弘行 氏

◎ 第１６９回（平成１８年１１月７日）

[審議事項]

会員の入会・退会について

上記について審議・承認された。

[報告事項]

①「北大リサーチ＆ビジネスパーク構想」関連費用に対する経済界の負担

② 北大キャンパスにおける最近の動向

③ 北海道新幹線札幌延伸を見据えた北海道の産業ビジョン調査

④ 三経連経済懇談会および中央要望の報告

⑤ 北海道経済懇談会の報告
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[説明事項]

「第６期北海道総合開発計画の点検と新たな計画の在り方中間とりまとめ」

北海道開発局長 本多 満 氏

「北海道の魅力：ドバイの躍進から見た活性化のヒント」

三井物産㈱ 理事北海道支社長 髙木 雄次 氏

◎ 第１７０回（平成１９年１月１８日）

[審議事項]

会員の入会・退会について

上記について審議・承認された。

[報告事項]

① 北海道ＩＴ産業が発展するための基本戦略

② 平成１９年度北海道の施策および予算に関する要望

③ 日豪自由貿易協定（ＦＴＡ）合意に伴う北海道各地域への影響

[説明事項]

「最近の労働行政について」 北海道労働局長 寺岡 忠嗣 氏

「平成１９年度北海道開発予算について」 北海道開発局長 本多 満 氏

◎ 第１７１回（平成１９年３月６日）

[審議事項]

① 会員の入会・退会について

② 平成１９年度事業計画重点方針について

上記について審議・承認された。

[報告事項]

① ２００８年主要国首脳会議(サミット)の北海道誘致に関する要望について

② 経済成長戦略大綱関連３法案について

③「次期北海道総合開発計画」および「北海道の新しい総合計画」に関する最

近の状況

④ 平成１９年度行事予定

[説明事項]

「裁判員制度について」 札幌高等検察庁 検事長 中尾 巧 氏
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２．委員会（主な活動）

（１）企画政策委員会

・第１回委員会（平成１８年５月９日）

・第２回委員会（平成１８年７月７日）

・第３回委員会（平成１８年１０月２３日）

・第４回委員会（平成１９年２月１９日）

（２）産業開発委員会

・第５１回委員会（平成１８年４月１７日）

・第５２回委員会（平成１８年１１月２４日）

・第５３回委員会（平成１９年３月２０日）

（３）北海道ブランド向上委員会

・第３回委員会（平成１８年４月１８日）

・第４回委員会（平成１８年１１月７日）

（４）地域政策委員会

・第２回委員会（平成１８年４月１８日）

・第３回委員会（平成１９年３月１４日）

（５）社会資本整備委員会

・第２回委員会（平成１８年４月２７日）

・第３回委員会（平成１８年１１月１４日）

・第４回委員会（平成１９年３月３０日）

３．専門委員会

（１）平成１９年度政府予算要望に関する専門委員会

・第１回委員会（平成１８年５月３1日）

・第２回委員会（平成１８年６月７日）

・第３回委員会（平成１８年６月１９日）

・第４回委員会（平成１８年７月４日）
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（２）環境目的税に関する専門委員会

・第３回委員会（平成１８年９月７日）

・第４回委員会（平成１８年１０月１３日）

・第５回委員会（平成１９年１月２９日）

（３）情報技術産業専門委員会

・第４回委員会（平成１８年５月１８日）

・第５回委員会（平成１８年７月１０日）

・第６回委員会（平成１８年９月１１日）

・第７回委員会（平成１８年１１月２０日）

・第８回委員会（平成１９年２月２日）

・第９回委員会（平成１９年３月２６日）

（４）産学官連携事業専門委員会

・第４回委員会（平成１８年６月２３日）

・第５回委員会（平成１８年８月２３日）

・第６回委員会（平成１８年１１月２８日）

・第７回委員会（平成１９年３月１３日）

（５）バイオ産業振興専門委員会

・第５回委員会（平成１８年４月２５日）

・第６回委員会（平成１８年６月２３日）

・第７回委員会（平成１８年８月１日）

・第８回委員会（平成１８年１０月１１日）

・第９回委員会（平成１８年１２月１９日）

（６）バイオマス産業事業化検討委員会

・第１回委員会（平成１８年９月１２日）

・第２回委員会（平成１８年１１月８日）

・第３回委員会（平成１９年２月６日）

・第４回委員会（平成１９年３月２日）
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（７）食関連産業連携企画専門委員会

・第４回委員会（平成１８年６月１３日）

・第５回委員会（平成１８年７月６日）

・第６回委員会（平成１８年１０月３０日）

（８）地域ブランド振興専門委員会

・第１回委員会（平成１９年１月１５日）

・第２回委員会（平成１９年３月２２日）

（９）地方財政を考える専門委員会

・第１回委員会（平成１８年９月１１日）

・第２回委員会（平成１８年１０月１０日）

・第３回委員会（平成１８年１１月１３日）

・第４回委員会（平成１９年２月１５日）

（10）道内建設産業を考える専門委員会

・第１回委員会（平成１８年９月２８日）

・第２回委員会（平成１８年１２月１４日）

・第３回委員会（平成１９年３月１３日）

（11）高速デジタル情報基盤活用検討専門委員会

・第１回委員会（平成１８年１０月２７日）

・第２回委員会（平成１８年１２月２２日）

・第３回委員会（平成１９年３月１２日）

（12）新幹線札幌延伸効果検討専門委員会ＰＡＲＴⅡ

・第１回委員会（平成１８年６月２８日）

・第２回委員会（平成１８年８月１１日）

・第３回委員会（平成１８年１２月１１日）

・第４回委員会（平成１９年２月１９日）
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４．地域経済懇談会

地域経済連絡会

・帯広地域（平成１８年１０月６日、１１月６日、１１月１７日）

・函館地域（平成１８年１２月６～８日）

・旭川・稚内地域（平成１９年１月２３～２４日）

・釧路・根室地域（平成１９年１月２５～２６日）

・札幌・小樽地域（平成１９年２月１５・２０～２１日、３月２日）

・北見・網走地域（平成１９年２月１９～２０日）

・室蘭･苫小牧地域（平成１９年３月２２日）

５．関係経済団体等との懇談会

（１）(社)東北経済連合会・北陸経済連合会・北海道経済連合会

「第１１回三経連経済懇談会」（平成１８年１０月５～６日）

基本テーマ『個性と魅力あふれる地域の自立と発展に向けて』

① 地域の現状と自立・発展に向けた取組み

② 地域経済の活性化に向けた広域交流の実現に向けて

（２）(社)日本経済団体連合会・北海道経済連合会

「第５４回北海道経済懇談会」（平成１８年１０月１８日）

基本テーマ：～活力と魅力あふれる『希望の国・地域』づくりに向けて～

① 経済連携推進に向けた取組み

② 税政改正への取組み

③ 観光立国推進に向けた取組み

④ 道州制と特区推進法案

⑤ 魅力ある北海道観光の実現に向けて

⑥ 国民への安全・安心な食料の安定供給
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６．協議会等の活動

（１）エコロジア北海道２１推進協議会

・幹事会(平成１８年５月１１日)

・定時総会・記念講演会（平成１８年５月３１日）

（２）新千歳空港周辺地域開発推進協議会

・第１回周辺事業連絡会（平成１８年６月２１日）

・第２０回理事会・第１６回定時総会（平成１８年７月１３日）

（３）大規模長期食糧備蓄基地構想推進協議会

・平成１７年度第３回雪氷輸送検討部会（平成１８年４月１２日）

・平成１８年度第１回理事会・第９回総会（平成１８年６月２６日）

・平成１８年度第１回雪氷輸送検討部会（平成１８年７月１０日）

・平成１８年度第１回アジアライスバンク部会（平成１８年７月２７日）

・北海道議会議員との雪氷エネルギー推進勉強会（平成１８年８月２日）

・平成１８年度第２回理事会（平成１８年１１月２１日）

・平成１８年度第２回アジアライスバンク部会（平成１８年１０月４日）

・平成１８年度第３回アジアライスバンク部会（平成１８年１２月２５日）

・平成１８年度第２回雪氷輸送検討部会（平成１９年１月９日）

・平成１８年度第３回理事会（平成１９年１月２２日）

（４）北大リサーチ＆ビジネスパーク構想推進協議会

・第１回北大ﾘｻｰﾁ＆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ構想推進協議会（平成１８年４月２８日）

・第２回北大ﾘｻｰﾁ＆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ構想推進協議会（平成１８年７月２１日）

・第３回北大ﾘｻｰﾁ＆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ構想推進協議会（平成１８年１２月１８日）

・第４回北大ﾘｻｰﾁ＆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ構想推進協議会（平成１９年３月１６日）

・｢第５回産学官連携推進会議」への出展（平成１８年６月１０～１１日）

・｢ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ２００６」への出展（平成１８年９月１３～１５日）

・｢第２０回北海道技術・ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流会」への出展（平成１８年１１月９～１０日）

（５）北海道エネルギー基本問題懇談会

・第５４回幹事会（平成１８年５月１２日）

・第２２回総会・記念講演会（平成１８年６月１２日）
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・第５５回幹事会（平成１８年１０月４日）

・第５６回幹事会（平成１８年１２月１３日）

・第５７回幹事会（平成１９年３月７日）

（６）北海道観光戦略会議

・第１回推進部会（平成１８年５月３１日）

・第１回組織検討委員会（平成１８年８月１８日）

・第２回組織検討委員会（平成１８年１０月４日）

・第３回組織検討委員会（平成１８年１１月６日）

・第２回推進部会（平成１８年１２月２５日）

・推進部会 情報プロジェクト「第１回観光サロン」（平成１９年１月３０日）

・第４回組織検討委員会（平成１９年２月２７日）

・推進部会 情報プロジェクト「第２回観光サロン」（平成１９年３月２３日）

・第５回組織検討委員会（平成１９年３月２９日）

（７）北海道産業団体協議会

・平成１８年度総会・第１回理事会（書面開催 平成１８年４月２５日）

・第２回理事会（平成１８年５月１０日）

・第１回幹事会（平成１８年９月２９日）

・ワーキンググループ会議（平成１８年１１月１５日）

・第２回幹事会（平成１８年１２月２７日）

（８）北海道循環資源利用促進協議会

・幹事会(平成１８年４月２０日)

・総会・合同部会（平成１８年５月１８日）

（９）有限責任中間法人 北海道バイオ工業会

・設立総会・第１回理事会（平成１８年４月５日）

・第１回事業企画・運営委員会（平成１８年６月３０日）

・第２回事業企画・運営委員会（平成１８年７月１３日）

・第３回事業企画・運営委員会（平成１８年１１月３０日）

（10）新千歳空港国際化推進協議会

・幹事会（平成１８年５月３１日）
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・平成１８年度総会（平成１８年６月１４日）

（11）北海道国際物流戦略チーム

・設立準備会（平成１８年６月２８日）

・設立会合（平成１８年７月３日）

・幹事会（平成１９年２月２０日）

・本部会合（平成１９年３月２日）

７．提言・要望・要請活動

（１）道州制特区法案に関する要望（平成１８年４月４～５日）

（北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会、北海道観

光連盟との共同要望）

要望先：内閣府、自民党、公明党、道内選出国会議員

（２）国土交通政策に関する要望 （平成１８年７月３日、平成１８年１１月１１日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会

との共同要望）

要望先：国土交通大臣 ほか

（３）平成１９年度政府予算要望（平成１８年７月２４～２５日）

要望先：政府首脳、中央省庁、道内選出国会議員ほか

（４）北海道新幹線札幌延伸に関する要望（平成１８年９月１２日）

（「札幌延伸実現推進本部」メンバーとしての共同要望）

要望先：国土交通省、財務省、自民党、公明党

（５）新千歳空港の深夜・早朝発着枠にかかるダイヤ調整に関する要望

（平成１８年９月２１日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、苫小牧市、千歳市ほかとの共同要望）

要望先：全日本空輸、日本航空、北海道国際航空、国土交通省
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（６）三経連中央要望（平成１８年１０月２６日）

（(社)東北経済連合会、北陸経済連合会、北海道経済連合会との共同要望）

要望先：財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、関係省庁

（７）北海道旅客鉄道株式会社等の経営安定に関する要望

（平成１８年１１月２２日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会、

ホクレンほかとの共同要望）

要望先：国土交通省、総務省

（８）日豪ＦＴＡ交渉に関する要望（平成１８年１１月３０日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会、

ホクレンとの共同要望）

要望先：内閣官房長官、外務省、経済産業省、農林水産省ほか

（９）｢北海道ＩＴ産業が発展するための基本戦略」提言 （平成１８年１２月６日）

要望先：北海道、北海道経済産業局、北海道総合通信局、札幌市ほか

（10）大規模長期食糧備蓄基地構想推進協議会

農林水産大臣ほかへの要望（平成１８年１２月６日）

要望先：農林水産省、自由民主党

（11）新千歳空港への中国の航空会社の乗り入れに関する要望

（平成１８年１２月６日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道観光連盟との共同要望）

要望先：航空自衛隊、防衛庁、防衛施設庁ほか

（12）日本政策投資銀行の平成１９年度予算に関する要望（平成１８年１２月７日）

（(社)東北経済連合会との共同要望）

要望先：財務省、経済産業省ほか
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（13）｢北海道新幹線の建設促進について｣、「北海道高規格道路の建設促進につい

て」、｢道路特定財源の確保について」に関する要望

（平成１８年１２月７日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会、

ホクレン他との共同要望）

要望先：自民党道内選出国会議員

（14）北海道新幹線の建設促進に関する要望（平成１８年１２月１３日）

（北海道、北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会

との共同要望）

要望先：鉄道建設・運輸施設整備支援機構

（15）平成１９年度北海道の施策および予算に関する要望（平成１８年１２月１９日）

要望先：北海道

（16）｢サミット誘致中央要望」（平成１９年３月１２日）

要望先：内閣官房長官、外務大臣ほか

（17）北海道産業団体協議会

・中央要望（平成１８年１１月２８日）

要望先：自民党

・中央要望（平成１８年１１月２８日）

要望先：道内選出国会議員

・道への要望（平成１８年１２月２２日）

要望先：北海道

（18）有限責任中間法人 北海道バイオ工業会

・中央要望（平成１８年８月１０日）

要望先：中央省庁

・道への要望（平成１８年１２月２２日）

要望先：北海道
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Ⅳ 講演会・セミナー・視察会など

１．講演会・セミナーなど

（１）第３２回定時総会 記念講演会（平成１８年６月１５日）

テーマ：『アクティブ・道州制！』

講 師： 北海道知事 高橋 はるみ 氏

（２）経済施策説明会（平成１８年６月１５日）

テーマ：『新経済成長戦略について』

講 師： 経済産業省 経済産業政策局 産業再生課長 斎藤 圭介 氏

（３）北海道産業開発委員会

ビジネス交流会（通称：四木会）

・第５９回 『地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送の概要』 （平成１８年４月２７日）

・第６０回 『 次世代ﾚｰｻﾞｰ加工技術、札幌から世界へ発信！』

『 私家版ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ構想 』 （平成１８年５月２５日）

・第６１回 『 宇宙への夢の実現に向けて 』 （平成１８年６月２２日）

・第６２回 『ｽﾀｰﾘﾝｸﾞｴﾝｼﾞﾝの開発動向 』

『 ＬＬＰ(有限責任事業組合)の概要 』 （平成１８年７月２７日）

・第６３回 『地理空間情報活用推進基本法のビジョン』

（平成１８年８月２４日）

・第６４回 『 木質系ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙの製造技術について 』

（平成１８年９月２８日）

・第６５回 『 骨髄幹細胞を用いた脳梗塞再生医療へ向けて』

（平成１８年１０月２６日）

・第６６回 『 ＩＣﾀｸﾞの現状と包装容器への展開 』

（平成１８年１１月３０日）

・第６７回 『 ﾏｲﾝﾄﾞﾏｯﾌﾟ とは？その活用について』

（平成１８年１２月２１日）

・第６８回 『科学と社会の課題～最近の論文捏造事件に関する解析から 』

『独法化後の基幹大学の改革と北大の方向』

（平成１９年１月２５日）
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・第６９回 『 北大ﾆｺﾝﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰについて 』

（平成１９年２月１５日）

・第７０回 『ＩＳＯ“－１”の極限高清浄度を実現するｸﾘｰﾝﾕﾆｯﾄｼｽﾃﾑについて』

（平成１９年３月２２日）

（４）北海道ブランド向上委員会

・海外進出企業のための危機管理セミナー（平成１８年７月７日）

講演主題：『海外でのテロ・誘拐事件と危機管理』

テーマ：『国際テロ情勢』

講 師： 外務省 領事局 邦人テロ対策室長 山内 弘志 氏

テーマ：『海外でのテロ・誘拐事件と危機管理』

講 師： コントロール・リスクス・グループ㈱ 代表取締役社長 山崎 正晴 氏

テーマ：『海外でのテロ・誘拐事件と企業の危機管理対策』

講 師： 三井物産㈱ 安全対策室 中村 常保 氏

・第１回中国セミナー（平成１８年９月８日）

テーマ：『中国社会の現状について－北京での勤務を終えて－』

講 師： 札幌市 総務局 国際部 課長 高田 英基 氏

テーマ：『北海道と中国との貿易の現状と課題』

講 師： (社)北海道国際貿易促進協会 専務理事 山崎 哲郎 氏

・第２回中国セミナー（平成１８年１２月７日）

テーマ：『中国から見た北海道の魅力』

講 師： ㈱北海道チャイナワーク 代表取締役 張 相律 氏

テーマ：『中国ビジネスにおけるトラブル事例と留意点』

講 師： (社)北海道国際貿易促進協会 専務理事 山崎 哲郎 氏

・国際経済セミナー（平成１８年１１月６日）

テーマ：『イタリアから見た日本・中国』

講 師： ボローニャ大学元教授・創価大学客員教授

ジアン・パオロ・カサーディオ 氏

・サハリンセミナー（平成１９年３月１日）

テーマ：『ロシア・サハリン州の最新事情』

講 師： 北海道サハリン事務所 所長 松村 英二 氏
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（５）地方財政を考える専門委員会

・第１回地方財政を考える専門委員会委員会 講演会（平成１８年９月１１日）

テーマ：『地方財政、地方債、地方政府の破綻、社会資本の効率性、

レベニューボンド』

講 師： 慶應義塾大学 経済学部 教授 吉野 直行 氏

・第２回地方財政を考える専門委員会委員会委員会 講演会

（平成１８年１０月１０日）

テーマ：『地方財政の課題(市町村合併による影響、道州制と地方財政など)』

講 師： 北海道大学公共政策大学院 教授 石井 吉春 氏

・第３回地方財政を考える専門委員会委員会委員会 講演会

（平成１８年１１月１３日）

テーマ：『市町村合併の影響・道州制と地方財政について』

講 師： 東洋大学大学院 教授 根本 祐二 氏

・第４回地方財政を考える専門委員会委員会委員会 講演会

（平成１９年２月１５日）

テーマ：『新しい地方財政制度の方向性』

講 師： 明治大学公共政策大学院 教授 山下 茂 氏

（６）道内建設産業を考える専門委員会

・第１回道内建設産業を考える専門委員会 講演会（平成１８年９月２８日）

テーマ：『入札契約制度に関わる検討状況』

講 師： 北海道大学大学院 工学研究科 助教授 高野 伸栄 氏

・第２回道内建設産業を考える専門委員会 講演会（平成１８年１２月１４日）

テーマ：『道内建設産業の現状と課題』

講 師： ㈱北海道建設新聞社

編集局 報道部 民間取材統括・部長代理 荒木 正芳 氏

（７）高速デジタル情報基盤活用検討専門委員会

・第１回高速デジタル情報基盤活用検討専門委員会 講演会

（平成１８年１０月２７日）

テーマ：『高速デジタル情報基盤活用に向けて』

講 師： 北海道大学大学院 情報科学研究科 教授 山本 強 氏
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・第２回高速デジタル情報基盤活用検討専門委員会 講演会

（平成１８年１２月２２日）

テーマ：『北海道の放送業界について』

講 師： 北海道テレビ放送株式会社 常務取締役 樋泉 実 氏

・第３回高速デジタル情報基盤活用検討専門委員会 講演会

（平成１９年３月１２日）

テーマ：『ＮＴＴが目指す通信網について』

講 師： 東日本電信電話株式会社 北海道支店企画部長 森下 徹 氏

（８）新幹線札幌延伸効果検討専門委員会ＰＡＲＴⅡ

・第2回新幹線札幌延伸効果検討専門委員会 講演会（平成１８年８月１１日）

テーマ：『北陸新幹線調査研究について』

講 師： 元三菱総合研究所 研究員 矢島 隆志 氏

（９）エコロジア北海道２１推進協議会

・平成１８年度定時総会 記念講演会（平成１８年５月３１日）

テーマ：『バイオディーゼル燃料と北海道』

講 師： (社)北海道総合研究調査会 企画室 研究員 井上 真二 氏

・講演会（平成１８年６月２９日）

テーマ：『トヨタの環境の取組み』

講 師： トヨタ自動車㈱ 環境部 担当課長 永谷 守 氏

テーマ：『自動車用植物由来樹脂材料の技術動向について』

講 師： トヨタ自動車㈱ 第２材料技術部部長 佐竹 茂 氏

・講演会（平成１８年１１月８日）

テーマ：『生分解性プラスチックからバイオマスプラスチックへ』

講 師： 北海道大学大学院農学研究院生物資源生産学専攻 教授 木村 俊範 氏

テーマ：『木質系バイオエタノールの製造技術について』

講 師： 三井造船㈱環境・プラント事業本部事業開発部 課長補佐 菊地 理 氏

・資源リサイクルセミナー(平成１８年１１月１０日)

（北海道循環資源利用促進協議会との共催）

テーマ: 『環境マーケティング』

講 師: 小樽商科大学大学院商学研究科 教授 山本 充 氏

〈取組事例報告〉

テーマ: 『アスベスト溶融無害化処理システム』
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講 師: カワサキプラントシステムズ㈱ プロジェクト開発総括部

総括部長 筒井 泰造 氏

テーマ: 『水産廃棄物から有価物の抽出―キトサンの開発と応用―』

講 師: 北海道曹達㈱ 研究開発部 部長 大熊 恒雄 氏

テーマ: 『滝川市における使用済み食用油の燃料化調査事業について』

講 師: 滝川市市民生活部くらし支援課 主事 橋本 英昭 氏

テーマ: 『北海道中小企業総合支援センターの概要と事業紹介』

講 師: (財)北海道中小企業総合支援センター

新産業育成部新事業支援課 課長 浜田 敏 氏

・講演会（平成１９年２月６日）

テーマ：『エタノール・ＥＴＢＥ製造技術、ＢＴＬ－ＦＴディーゼルの製造技

術の開発及びバイオマス転換システム評価技術の開発』

講 師： 独立行政法人 産業技術総合研究所 所 長 矢 部 彰 氏

・講演会（平成１９年３月２日）

テーマ：『セルロース系バイオマスからのエタノール製造新技術』

講 師： 財団法人地球環境産業技術研究機構

微生物研究グループグループリーダー 湯 川 英 明 氏

・循環資源の活用による漁場造成に関する講演会（平成１９年３月１３日）

（北海道循環資源利用促進協議会との共催）

テーマ：『地球環境に配慮した漁場造成について』

講 師： 農林水産省 水産庁 漁港漁場整備部 整備課長 宇賀神 義宣 氏

テーマ：『人工海底山脈の施工と造成による海域生産能力の向上について』

講 師： (社)水産土木建設技術センター 理事長 鹿田 正一 氏

テーマ：『北海道周辺海域における生物による

二酸化炭素の深海貯蔵機能について』

講 師： (独)水産総合研究センター 東北区水産研究所

混合域海洋環境部生物環境研究室 室長 齋藤 宏明 氏
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（10）大規模長期食糧備蓄基地構想推進協議会

・雪氷エネルギーの活用と食エネルギーのセキュリティー（平成１８年９月６日）

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：『だいじょうぶ？食と環境とエネルギー』

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：NPO法人雪氷環境プロジェクト 会長 木元 教子 氏

ﾊﾟﾈﾗｰ：雪氷エネルギー推進議員連盟 幹事長、参議院議員 橋本 聖子 氏

NPO法人雪氷環境プロジェクト 副会長、女優・声優 大山 のぶ代 氏

作家 神津 カンナ 氏

・雪氷活用セミナー（平成１８年１１月２８日）

「雪氷エネルギー活用の実例を学ぼう～海外の智恵そして私たちの工夫～」

テーマ：『冬の冷熱エネルギー利用と世界の現状』

講 師： 北海道大学 名誉教授 落藤 澄 氏

クロストーク：

『洞爺村における雪氷エネルギー利活用について』

ゲスト： 洞爺氷室研究会 会長 岩原 義美 氏

『雪氷貯蔵の問題点と雪氷利用の可能性』

ゲスト： ㈱大果 代表取締役 大浦 誠治 氏

（11）北大リサーチ＆ビジネスパーク構想推進協議会

・第２０回北海道技術・ビジネス交流会（平成１８年１１月９～１０日）

基調講演

テーマ：『有機ＥＬにおける産学官連携と地域活性』

講 師： 山形大学工学部教授、(財)山形県産業技術振興機構

有機エレクトロニクス研究所所長 城戸 淳二 氏

テーマ：『現実（ホント）のトコロ～産学地域連携サポートの現場から～』

講 師： (独)中小企業基盤整備機構 東北支部 副参事

インキュベーションマネージャー 中澤 孝雄 氏

Ｒ＆ＰＢ講演

テーマ：『中小企業における商品開発と大学連携』

講 師： ㈱光合金製作所 取締役商品開発部長 長島 洋一 氏

フリーディスカッション：

『産学官連携による地域振興～地域の大学を核にして～』

コーディネーター：北海道大学大学院 情報科学研究科 教授 山本 強 氏
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パネリスト：山形大学工学部 教授

(財)山形県産業技術振興機構

有機エレクトロニクス研究所 所長 城戸 淳二 氏

(独)中小企業基盤整備機構 東北支部 副参事

インキュベーションマネージャー 中澤 孝雄 氏

㈱光合金製作所 取締役商品開発部長 長島 洋一 氏

（12）北海道エネルギー基本問題懇談会

・第２２回総会 記念講演会（平成１８年６月１２日）

テーマ：『日本のエネルギー事情

－原油価格高騰の背景と今後の動向について－』

講 師： (財)日本エネルギー経済研究所 主任研究員 池田 隆男 氏

・エネルギーセミナー（平成１８年１１月１６日）

テーマ：『新・国家エネルギー戦略を聴く』

講 師： 経済産業省 資源エネルギー庁 エネルギー政策企画室長

江崎 禎英 氏

・トークショー（平成１８年１２年４日）

テーマ：『考えよう！北海道のエネルギーと地球環境』

出演者： フリーキャスター 佐藤 のりゆき 氏

北海道大学 教授 佐藤 正知 氏

・意見交換会（平成１９年１月１９日）

テーマ：『北海道新エネルギー開発・導入方策（素案）』

説明者： 北海道産業経済部産業立地推進局資源エネルギー課長

宮原 真太郎 氏

（13）北海道循環資源利用促進協議会

・資源リサイクルセミナー(平成１８年１１月１０日)

（エコロジア北海道２１推進協議会との共催）

テーマ：『環境マーケティング』

講 師： 小樽商科大学大学院商学研究科 教授 山本 充 氏

〈取組事例報告〉

テーマ：『アスベスト溶融無害化処理システム』

講 師： カワサキプラントシステムズ㈱ プロジェクト開発総括部

総括部長 筒井 泰造 氏
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テーマ：『水産廃棄物から有価物の抽出―キトサンの開発と応用―』

講 師： 北海道曹達㈱ 研究開発部 部長 大熊 恒雄 氏

テーマ：『滝川市における使用済み食用油の燃料化調査事業について』

講 師： 滝川市市民生活部くらし支援課 主事 橋本 英昭 氏

テーマ：『北海道中小企業総合支援センターの概要と事業紹介』

講 師： (財)北海道中小企業総合支援センター

新産業育成部新事業支援課 課長 浜田 敏 氏

・循環資源の活用による漁場造成に関する講演会（平成１９年３月１３日）

（エコロジア北海道２１推進協議会との共催）

テーマ：『地球環境に配慮した漁場造成について』

講 師： 農林水産省 水産庁 漁港漁場整備部 整備課長

宇賀神 義宣 氏

テーマ：『人工海底山脈の施工と造成による海域生産能力の向上について』

講 師： (社)水産土木建設技術センター 理事長 鹿田 正一 氏

テーマ：『北海道周辺海域における生物による

二酸化炭素の深海貯蔵機能について』

講 師： (独)水産総合研究センター 東北区水産研究所

混合域海洋環境部生物環境研究室 室長 齋藤 宏明 氏

（14）有限責任中間法人 北海道バイオ工業会

・第１回新春セミナー（平成１９年１月２３日）

テーマ：『２００７年の健康食品市場と将来展望』

講 師： ＣＭＰジャパン㈱ 代表取締役 牧野 順一 氏

テーマ：『国際的視野から見た健康食品の安全性とＧＭＰについて』

講 師： 日本健康食品規格協会 理事長 大濱 宏文 氏
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２．視察会

（１）第１１回三経連経済懇談会 視察会（平成１８年１０月６日）

視察先：帯広畜産大学（原虫病研究センター、地域共同研究センター、

フィールド科学センター、バイオガスプラントなど）

㈱土谷特殊農機製作所（アイスシェルターなど）

東洋農機㈱（農機具製作工場、工場革新運動「ポルフ」プログラム）

（２）(社)日本経済団体連合会・北海道経済連合会

第５４回北海道経済懇談会 視察会（平成１８年１０月１９日）

視察先：井原水産㈱ほしみ工場、小樽運河周辺

（３）北海道ブランド向上委員会/新千歳空港周辺地域開発推進協議会

｢道内留学生との視察＆意見交換会」（平成１８年９月２７日）

視察先：王子製紙㈱苫小牧工場、苫小牧西港（洋上）、

北海道キッコーマン㈱、札幌国際エアカーゴターミナル㈱

（４）バイオ産業振興専門委員会

第８回バイオ産業振興専門委員会 酪農関連バイオ技術に関係する視察

（平成１８年１０月１１日）

視察先：酪農学園大学、まちむら牧場

（５）新幹線札幌延伸効果検討専門委員会ＰＡＲＴⅡ

・北陸新幹線沿線地域視察会（平成１８年９月２５～２６日）

視察先：富山市（北陸経済研究所、北陸経済連合会）、高岡市、飯山市

（６）エコロジア北海道２１推進協議会

環境施設見学会（平成１８年９月２６日）

視察先：倶知安町（道栄紙業）、京極町（北電京極水力発電所）
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（７）大規模食糧備蓄基地構想推進協議会

雪氷輸送プロジェクト実証実験視察会（平成１８年８月２９～３０日）

視察先：苫小牧（氷の切り出し）、東京（氷の棚卸、氷蓄熱槽への投入）

（８）北海道エネルギー基本問題懇談会

・平成18年度エネルギー関連施設道内視察会（平成１９年３月８日）

視察先：苫小牧（石油資源開発㈱勇払鉱場、出光興産㈱北海道製油所、

北海道石油共同備蓄㈱北海道事業所）

３．その他の活動

・北海道ブランド向上委員会

国際インターンシップ（ロンドン大学ディプロマコース研修）

（平成１８年９～１０月実施）

・道内建設産業を考える専門委員会

アンケート調査「建設産業を取り巻く環境変化に対する経営戦略調査」

（平成１８年１０～１１月実施）
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Ⅴ 海外調査

（１）北海道～韓国間新規路線就航記念訪問団への参加

（平成１８年６月８～１１日）

出張先：釜山広域市、ソウル市

目 的：大韓航空本社、アシアナ航空本社ほかへの表敬

（２）新千歳～台北新規路線就航記念訪問団への参加（平成１８年８月６～９日）

出張先：台湾 台北

目 的：中華航空本社、EVA航空本社ほかへの表敬

（３）北方圏地域観光視察団への参加（平成１８年８月２７日～９月５日）

出張先：フィンランド、スウェーデン

目 的：北海道地域観光振興のための先進事例調査と北海道スタイルセミナー

での北海道PR

（４）中国瀋陽・大連オフショアビジネスミッションへの参加

（平成１８年９月２７日～１０月１日）

出張先：瀋陽、大連

目 的：オフショアビジネスの現状と連携の可能性の検証

（５）「第1回中国中部貿易投資博覧会」への経済産業省公式訪中団への参加

（平成１８年９月２３～２８日）

出張先：湖南省長沙市、上海市

目 的：中国中部地域開発、日本企業投資状況等の情報収集

（６）欧州エネルギー・原子力事情視察会への参加

（平成１８年１０月１７～２７日）

出張先：パリ、チューリッヒ、フライブルグほか

目 的：エネルギー問題等先進事例調査

（７）シンガポール航空・タイ国際航空訪問団への参加

（平成１８年１１月７～１０日）

出張先：シンガポール、バンコク
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目 的：シンガポール航空本社、タイ国際航空本社へ路線就航要請

（８）アイルランド・デンマーク海外調査団への参加

（平成１８年１１月１０～１９日）

出張先：アイルランド、デンマーク

目 的：環境先進国としての発展要因と課題等の調査・研究

（９）北海道とロシア連邦極東地域との経済協力に関する常設合同委員会定例会議

代表団への参加 （平成１９年２月４～７日）

出張先：サハリン

目 的：北海道とロシア連邦極東地域との経済協力の継続的な推進

以 上


